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それにまつわる書物へと直ちに導かれている。そして、書を読むと、その現場

へ、衝に誘われることになるのである。ポンスの日本体験においては、街を歩

くことと、書を読むことの聞に循環作用が成立していることが認められる。ブイ

リップ@ポンスは外圏人という立場を生かしているのでもあろうが、臆せず人

に会いにゆき、人の話に耳を傾けている。また、知識人的な正統派の教養とさ

れるものと、大衆文化とされるものとの聞に価値のヒエラルキーを設けないの

もポンスの特質である。いわば、ハイ@カルチャーとサブ@カルチャーの垣根

を自由に行き来しているのである。類い稀と言ってよい知的脅力で¥高度に学

術的な著作をも祖瞬するが、市井の読書人の愉悦の世界にもゆったりと遊ぶ。

は、身一つをたずさえ、好奇心に導かれるまま、日本というフィールドを歩
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この書物から11年を経て公刊されたのが、本稿においてテーマの中心とする

Misere au仲間で、ある。前著『江戸から東京へ』が庶民のエネルギー

の溢れ返るポップなコラージュで、あったとすれば、本著は、興味の対象が、「庶

民」からさらに日本社会の周縁の人々へと移動し、「下層Jや「裏社会」とされ

る場に測鉛を降ろし、黙され秘されてきた営みに自を向ける、凝視の書物であ

るといってよいだろう O 読解の対象とされる書物も量を増し、読解もさらにf徴

密になっている。決して物見遊出のような態度では向き合えない厳しい現場に
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きる人聞の標準的な反応であると思われるからだ130 前者は差別の被害者、あ

るいは貧苦に打ちひしがれる同情すべき人々であると考えられているのに対し、

後者は脅威であったり、軽蔑の対象であったり、時に憧れの対象で、あったりす

る存在であり、前者と後者を「周縁的J であるという一点で一括して捉える視

は、おそらく感情的な尺度が許さないのだ。事実、日本において、例えば被

差別民について、あるいは露天高について、といった樋別研究は数多いが、本
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表現である軍艦島

が感得される。

次いで、出版され16、

の力と共苦の感情の詰抗するポンスの眼差しの

に関する出版物(写真集を含む)が相

軍艦島は一種の観光地と化しているが、少なくとも

、も

あるもの て

は、ポンスがいかに忘却の淵に

かの証である。世紀フランスの
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て多くを語ってはいないが18、彼らの親しみと信頼感を得てこそ、このような言

葉を聞き取ることができたのである。

ドヤ街での体験を通してポンスは、ドヤ街の住人がその日を生きる19ことに精

一杯で、現状の打開などといった未来への希望を抱けず、連帯感も生じない現

実を見据えている。以下にドヤ街についてのポンスの省察の言葉を掲げよう。
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ポンスはホームレスに無関心ではいられない。いくらかの小銭を恵むが、

むことがホームレスに蓋恥を与えないではいないことも承知している。無関心

でいられないポンスのやさしさと、恵まれることに感謝しつつ、差耳ちも覚える

ホームレスの複雑な心の裡とが交錯する場面である。この一幕は、ホームレス

が喜劇王チャプリンの哀愁の姿に重ね合わされ、群衆の混沌へと融解すること
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いうコンセプト 32である。ホブズボームによれば、 は農業に

の発展と、実擦の社会制度依拠するあらゆる社会に共通の現象である。

の発展との簡にはタイムラグが
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オリエンタルホテル創業者の家系に生まれ、何不自由なく育ちながら、やく

ざの道に足を踏み入れ『壁の中の懲りない面々』などの著作を発表している安

部譲二の例にも触れ、貧国や差別だけが極道の道に入るきっかけではないこと

を示しつつへやくざや極道の道の選択の無視し得ない背景の一つに、貧困や差

別の問題があることを、ポンスは以上の如く記している。この記述は、受け止

めようによっては、差別的なステレオタイプに繋がり兼ねない危険性を伴うも

のである

の転換という

我々の社会の

ことを良

ているという

狩りに υ、

せ、ポリ

だよう

飛び交って と

て しX

らかなり日山'品、
わ事与宝ヰ告とわ又

O 

させてしまっ

とし

ょう

で

ポ O 

白円

，j( 

ハ
υ

C
H
u
 

g
qサ

ウ

i
o
o

行
。
ケ
a

門

i

-
n
J
d

ヤ
t

D
A
.
今、

u

p

p

 

P
A
P
A
 

3自



伊
日
目

、
ぐ〉 ツ ツ

しX

り、

断章で O 

フ ツ

〉伊a

L樹園

ヲi

ロー

ぐ〉

O 

40 
O 

40 

peu corτlme ne 



わずか

のた

り

脈の

」

く

" 

j 

のほとんどは、やくざを社会の発展の犠

たどると、明治から今日まで、

式が繰り返されてきた。主人公は

、以ノるいは自ら立てた

くぎは抽象的、

ーローは、

一口一」

と

という O

を捜



く く

ーの特派

ある。

/ 

は、 カ三 。 、確聞 価値

あ

異郷

monde 



おそらく片手落ちなのである。

ポンスは本書執筆後数年して、財政 (Seuil， と い う 題 の 日

本の刺青についての著作を上梓している。多くの束。青の写真が収められたこの

本では、刺青の人間たちの生命力と反抗心が、一議の美的フレームでとらえら

れている。ポンスは

社会との断絶、さらに
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44 

適応しようと努める ちもあった。しかし、拒絶、抵抗、不服従は単に知

識人だけのもので、はなかった。普通の名もなき人々も、私的なものであるこ

とが多いが、彼らなりの方法とレベルで、様々な形で社会秩序に異議申し

てをしようと立ち上がった。

拒絶は日本人の心性に根付いているものであり、そこから民衆的想像力は

幾多の徳を結晶化させた。拒絶は、権威に異議申し立てするものであるとし

て、世間では責められる態度であるが、ヒロイックなJ性格もまとっている。

反抗者、挫折者、追放者は庶民の憧れのアンチヒーローである。それは、

在および架空の一時には実在でもありフィクションでもある。それほど伝説

りをしてきた一一連の人物たちが示している通りであり、

ら して、こう たちの
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